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■関西電力株式会社宝塚開閉所納

超大容量OP臥B形空気遮断器第1号品完成

し.二土製作所では,このほどl即日`芯ノJ株式圭汁1二か1‥J托文′.主･うけて客土

【i小′･二溝)･つた300kV4,000A遮断プゞ韻20,()｢)｢)MVAレつ′招‾た`プトト一‡

OPH一-B形ごと一気遮断諸賢の祈1うブーl■‖レニエー亡ノ己成L,卜那巧竜ノブ株式会社11

1邸別称軒こ納人した.二)

本ンミ:､さは,般近の電力丁桔変の増ニノ(に作う機詩:一壬Jlノこ形化に一対処するた

山こ,数咋問にわたる.試作研究J)紙矧判発さ一jLた新鋭語:ト:･ある-′

乙り郷那抑軒ほ,また,絹地か狭･こ較しい寸法制l茸そを十ニ･L+‡Jれたカ､;,

ヰ;鉄工二の条件を十分満出し,_超人`ホ呂二形にヰ)かかわ〔Jず抑淋こコ

ン/､クトにまとめられている､.

本旨:､主ほ操作気虻を30kg/cnlユに糾了二して人ノ才子炭化をはかったた

ゎ､このクラスの遮断器としてはきわが)て小才Fきとな一-,ているい また

麿斬ユニットを増せば数年後にせま一つた500kV送電川速断語:壬とし

ても十分班用可能であり,300kV川として悼川実績を枇九重ねろ

ことにより,500kV用としての二J,棚引司めができるなど♂叫‡氏があ

/こ〉

評

■ 日新製鋼株式会社納

四垂ホットスキンパスミル好調に稼働

ホットコイルのスキンパスは,その機械的性質をとと

し→_)♪∴形状を向上させるために行なわれる肝雑作業であ

Jて,通常二重圧延機‾‾ご子Jなわれていたが,このほどよ
J:･虫り+な調質を行ないうるように設計されたlグ小喜式のJ十i

砥機カ‾こ完成,好調に稼働を開始した.〕

本比延機は,口二ごた製rF所独白の開発である仙-†工作卜方

ノニミン才刹-L=ノ,きわめてスムーズに■f了i速J_1三ト調轢力こ行なえ

乙もがう′･′∴四垂式にすることにユリリーークロー′し池口三ク

ラウン調整機構を才宋用した結果,Ii三社城-1一戸--ぴ〕lj川l.I江東r巾

′七三i‾ミなどの改善に非常に有効てある.
またl‾王延は.‾‾F1アークロール1本駆動力式となってお

▼‾-､フールや駆動赦偶の保′､▲+:ノ〕こ非常に簡便とな一_-,ている二

二しつほか,グリップて】クレフ､告取ドラムー､さ,人】1テ

ニ ュ

ニ丁ンブライドルの才乗用など､-■.■】-'軌h卜上i･こイ∫効な与ヒ

iご写1士･似えで一言り,1,350mm帖崩‾ノ､こ16トン什七､リトコイ

′ニンニilOm′/nlinの速度で調門比々をナるもの■‾ニある.

し､く12 し几l中二∵ -.-/‥ ノL- ト
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図1 超大容‾!l与:OPH-B形りた気避断黙き
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■電力用超小形1.1A600V

lけ二:処〔珊

+ノ ン'､-′す--

∴よ他こ例ノニ

ガラニ･＼ボン

シリコンダイオー

∴∴ V(_)3形1.1-1(;川)Ⅴ

ト⊥Jニレ)ほ上'把ノ亡しニ･ふ二二

立 ニ

ド 量産開始

‾/ノ､ニラ1ポンド形甜二川巨シ

畏のダイナー:､

んないほど小什川たL-ト∴旨).モ:)

ド形は.-モー′Lド帆こ比忙L什能.信触性など数f注す

ノ′才してこざゴり,従来ニノ)`j三‖‖ヒノ′ン∴菜粁ノ11札レL暮-fJ三めていた=口立製作

舟ウはか二子ユてか+-ノ.村′l;l結け巨小てふ-､ニ士人こび〕たび遺産体制をとと

しノノえ発り■亡剖与桝缶したもの-〔さあノ1

VO3形は-‡`川瀧〆･:七かも′出小形･‡i-た1-i∴:･｢ノりント盤組み込みには

Jトこ泊′･ニあることか土),′/ナ後,ノ束■.こ【-,.Ⅰト袖r.子機,ノ片棒制御回F許など,

ユ
ー･

ス

はい分野への応仙-=削待されるこ.

なお,指圧階級にはPIV200V,400

V,600Vの3稚7うこあi),封鍼部品大

外往3Illll叫.り-ド全長46111m,亜

遣0.35g‾‾二ふる

周3 電力用超小形

1.1A60〔)Vシリコンブイ丁ミ1-ドト

l世界最高のエレベータ研究塔完成

11立与川三叶･二･ミ土かJユて水=lニュ卯+に二Lしベータ研究堺を建設小で

んったノ′シ;こ〟)ほどニノヒ収Lチここ.テしこ土‾り土=娃∴■†之コンサルタント設計,

iFi手水建設施コニにより･ク且指さjLたもレて--二慨iさ如川立黎引乍所国分工掛こ

ある新一研究卿こついて,エし･､ミー/甘打に研一托塔と称することにし

た一ノ規快はこの梅のものとしては一世早=‡上.小〕i･.二ほ90mで,鉄骨カ

ーテンウォーール方式,柔構造ノ)もJ〕′･:･ある〕この研究塔は建家面枯

に対し′て高さが砧く ゎ叶正三威虹凧L】鳩ミ性などのむずかしい問題カーこ

あり.ポーリングによる地デモ調瓜 地髄の微動測定,電子計算依に

よる振動解析などの検.言､+`を加ユでげ絹に設計されている｡強度部材

iこは柑殊H形鵬道を揺批 帆舶にささ､_)される外礪部分には最新の防

砧鉄筋コンクリート什ブロック阻造ブイ式7川末梢された｡外観は航空

標識として亦l∃赤=に音令り分けられ,その威容を誇っている｡塔｢勺

には応速東川エレベータ,油川式エレベータなど4台のエレベータ

カニ折付けられており,!‾l立製作所が受注し製作中の霞ヶ関ビル納わ

カ胡初の速虹30()111/nlinの′臥吉二Ji速エレべ-_タもすでにこの研究塔

て乗心地振動などの問剋を試験確認ず入である｡この研究堺の付

ノi東設掛こはi昆千計算枚を利川したシュミレーメもあり,各

ンベ一寸の講特性を共附小こ把縦できるのて今後さらに出現する

てあろう500m/′min鞭の払‡二ごi速エしべ一万の研究開発にも十分対

処できる研究i制F;iと∴たろ

■新形クリスクレータ完成

l‾l立紺ノl珊ほこのほど全通lリj犬クり▼八クレータC-NN形を開発

した_.世界に先がけて開発した全通例式欄十び)T-NN形エスナし

-クは十でに1.000テル1L二納入さ′享してい主1カこ,近代的墟築意件のて牡

化とニ:りJし一夕〟‾)利川分少fノ〕拡Jヾに付い従来ゾ〕T形を改良し,よ

そふいなあ仁〕たにしたもぴ､)てある ‾‾jlなJ)ち槻‾‾lニターミナル部の引‾三

り‖与し主･二J(き､:して盛り降りご√舟場にL欄=1-･什うご碑柑二して咄物こ

‾三'ツナさせたはか枇レ)舶27-ユー仙nフニ′301小minに廿肘)■‾干
･批竺ノブニーンミ10グム‾椚如した㌧また特許しフ1無与郎:1二‡せ附緯造を揺印した忙rl

きわゝ′)て伸し乙いこなユ公転をテ+■･なうことノン∴二･きる.-なお海外のすべて

の法弧こもrT桁する隅j迄でふ1:=ハ▼■二･従‾ヰここもJ'円しで輸出力二王那‡さ′′fし

イJ⊃

-90一

園4 エ レ ベ ー

タ 研 究 塔
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図5 獅形クt】スタレ一夕C-NN



795

日 立 ニ
ュ

ー ス

■ タイ国,石油精製会社納

石油精製用ガス圧縮機完成

卜l立脚下戸トニは石油肺袈裟古記H‾‾jの各種ガフ絹て縮機キ多数製作し好

評を柑で,､るカニ.このほど千代rl川二工埋設株式会社を旭じ,タイ匡て

SUMMn､INDCORPバンコ､ソク精油所第3精‾塾生装琵用として765

l{Wヰこ才壬イス[1三桁機21う,4901(Wオフカ'ス副文用圧縮陳2台を･納

入し■た

7651くW水素ガス肛祈願ほ水源脱硫装荷に使用されかbので,メ

ーク7､､･ブとリサイクルの2系統を3列6シリソダにまとめたもの

腔._-_′-=垂一準=--‾

図6 765klV水素ガス圧縮磯

てあご),また490kWオフガス剛丈作】圧縮隣はプラントの各所より

発生すろ十フガスを回収しで処品と十るたみノ〕?と､のて,まったく粂

什の異なる3種摂のガス圧縮撥を二丸また3列6シリンダ1モHこま

とめた多什1途圧縮機である｡

特長としてほ数種の旺縮楼を1台にコノバクトにまとめてあるた

め据付面群責も小さく,逆転管理が集中抑こ行なえるので経済的かつ

保守が容易である｡なお本機はプラントの心臓部とも称せられる重

要な機計亡あるので信栃性については十分な考慮が払われ楼質の

過怠または満忍･こついては従来の経験をもとに設計されたヰ)のて,

現地に二別ナる活躍が期待できるものである｡

図7 490kWオフカ''ス回収用圧縮機

tわが国最大の

新字津之谷トンネル換気設備稼動開始

日立製作所でほ建設省中部地方建設局静岡工事事務所納3,55帥

(わが国姑大口径)軸流送風機2台を完凪 現地据付を終‾∴ このほ

ど好調更に稼動にはいった｡木設節ほ静岡市の西約9kmの国道1

号線,粁鞘互之谷トンネル(全長844m)に設置.日動車の排炸によ

って汚染した三洋気を強制換気するもので,立坑の上部地去而に据付

けられチエ送風機によって吸引排気する方法を採和している･｡つまリ

トソネ′ンの両坑口より新鮮な外気を吸込克,トンネル内の汚染空気

と混合させながら,東口より480mのノr､一三にある横坑とその上の立坑

を径て.地衣に据付けられた送吼燐に導かれ,外部に排試するもの

…j′つ1拉一考

髪恕望‡

_-∈■_

である=.換気量は1台で125m乃/s,全換気量ほ250n13/sという防

大なもので送風楼1台の換気量としてはわが国最大のものである｡

換気の制御は煙霧透過率測定装置(ⅤⅠ計)と連動させ,送風機2台

による台数コントロールと,送風枚用電動梯の極致変更による2段

スピードコントロー′レを組合せて,5段階の風量制御を行なうもの

である一 すべて自動制御により作動すると同時に,タイマーによる

任意運虹の設定を行なうプログラム制御も切換選定ができるもので

あるこ.

(注〕

-91-

鼓近のわが国における自動車交通の発矧よ著しいものかあ

り.既設のトンネルで一酸化炭素や煤煙による交通障害が

多くなってきた｡この新字津之谷トンネ′レもその意味でこ

こ数年来難所の一つに数えられていた‥〉

書

団8 新字拝之谷トソネルの

換気用軸流送風桟
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日 立 二

■ハイドロホイスト 機械学会賞を受賞

ハイドロホイストは石炭 鉱Ti,上砂などの比較的粗い塊状物を

水といっしょにして高揚程(数百メートル以上)水力輸送する装置

で,この方面の革新的な技術を妬･くものとして,広く世界各国の注

臼を集めている｡

このハイドロホイストは,町作口41年7メリカワールド･マイニソ

ナ祉のブルーリボン賞を獲得Lたノうこ,今回さらに昭和41年度機械学

ユ
ー･･

ス

ニラ賞を授与された=

すでに実用1号機(能力100t/h)フ1三石炭技術研究所の協力により

北海迫の三ノト鉱IL俄式会社砂川鉱業所の抗内において好調に運転を

続けており,昭和42年3月末現在で4,000時間,25万トン以上の運

転実績を得ており,その実用性は完全i･こ証明されたと考える｡.なお

什古製作所では･昨年利択のホンプで秩械学会賞を受賞しており,

2fl三通紋の米語である.__..

■UlO6A SIJスーパーロングワイド

タローラクレーン 完成

UlO6A万能ショベル(0.6m3)の応用機種として開発した,UlO6A

SLスーパーロングワイドクローラクレーンが完成した｡

このクローラクレーンは,油圧によりグローラの幅をひろげてク

レーン容量を大幅iこ上げたもので,最大札ヒ荷重は32tときわめて

大きく,1.2m3ショベル並ムである｡ブームはパイプ構造のピソジ

ョイント式で最大長さは43mと長∴ 直結式/くイルドライバとし

て使用する場合は40形ディーゼ′レ､ンてを使用でき,22形ディー

ゼルノ､ソてでは25度までの斜杭打ちができる｡タワークレーンに

もなり,この場合最大吊上げ荷重は8tと大である｡またほとんど

の部品がUlO6Aと同一で,タラムシェル,ドラグライン,バック

カー,ショベルなど,各7タッチメソトもUlO6Aのものと共用で

き,新たにアースオーガも装着可能となりいっそう用途が広がった｡

しかも輸送時はクローラ幅をち-ぢめてUlO6Aと同様にトレーラ輸

i王が可能であるなどかずかずの特長を持っており今後クレーンノ用途

･つムならず,基礎機械分野/＼の進出も大いに期待される｡

図10 日立し106A SLスーパーロングワイド

クローラクンーン(′クローラ幅を広げた状態〕ト

図9 三井鉱山株式会社

砂川鉱業所で活躍中の

ハイドロホイスト
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日 立 二

■アメリカ航空宇宙局よリミリ波測定器大量受注

トトi7二部作所‾-て･け,二のたび7ノリ∵り血T〔りこ1ノj‾:‥1!▲.=NASA)7トリ:う4

GHZ･60GHZ･川〔HユHZ冊小卜L､七し/ト +t二.,立i叶ノL汁:トf;_ノノし二王事卜乏([

した.

ミリ波測)ヒ話語ほミリ払加.言托術と机頼枚槻加l‾二†川トと･ハ給付糾1-1

てあるカゝ,近叩け丁:1j｢池イ▲ニミ'什iJニ上し1二び机′ノニ蛸i5j才三/て1丁と､い稚Jセ∵-.ト∴

才すますl札l二､みl･Jjd′JJノこ他州∴止川卜され-ソノ諺ノノ

什,■/∵雛-rlて所で川1三Ilノ､lリノ濃糾二光ノ1･けて,こソノ分外二_卜けろJJ川‥桝

北開絶なビラ-･くかドノ丁カ､ミけており,す-一つ▲にIl｢川138印度と椚利39年性

の21rjlにわたり通産解か｢_J矧仙紺地企む受けてj‾_･川了叫弥立をはか′､

てきたが,今回の受i■■‾E成功はこのミリ波f左祢iを海外輸J-Hすべく24､･

150GHZ滞を小心に捕発な対句三輪山柄動を続けてきた結盟であり,

アメリカ同内ミリ波専門メーカーてあるTRG祉などン与∴;吐けて受托

にいたったものである｡

これはR立製作所のミリ波測追詰カ､こ甘iRlほ精度力て高く,安定性

と信頼度が高い｡句測定器の校正値が了l二確であるこ.･･二三〕測定帯域が

広いし､(亘)機械的に堅ノ')うで取扱いニ1‾こ舛易てあろなどしり竹たカこ認め

F_)れたものである.｡

なお,リ】続きベル唱話研究所(BTI一),ボーインブ汁,ヒューズ祉

などの研′柁機関,メーカーーかド)の発結か続いて二1-ご;り,▲九1967て卜

度アメリカIEEEショウ,巡航見本‾riJ脈i‾さくJ▲JJLlにごt)～iiん-,Lて,

北米,ウノ十ダ地区における輸料拡大に期待なかけている.ノ

■科学技術庁航空宇宙技術研究所納

HITAC5020稼動を開始

大形電子計算機HITAC5020がさる42午2月1Flよ【り:l･学技術

rj二航空宇宙技術研究所iこ設置され,稼動な間的L.4H20rlに開所式

が行なわれた.-_.

息で_感

呼W

､
､
.
.
㌢
7
(
ゝ
～
N
r
鞍

′ガ

周11150GHZ =ざ片柳 二′亡黙

何軒では,仰木ロ35咋に航巧手_土術の研究のたが)に必要な`j三妹デー

タ〟‾)処理,各種の数rl‾軒l一瓢トiよびこれらに関係する数伯や糾上の椚二)■と

に使J‾lり-る[川勺で小形の電子計算機DATATRON205を設i左した.=.

その後,処理しなければならない計算量が年ごとにふえ,近年,こ

の計算傲ではとうてい需要が満たせなく7なノー､たため,二,三f｢前か

し〕高速ノこ形の電丁計貿機の設置倹討が進められ,このほどHITAC
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5020導入となったわけである｡HITAC5020は口立製作所独臼のノノ

‾二'開発され,多･:の独創的特長を持つ甜生能枚で.そのすべレーテ

イノブシステムによリブログラミソグも従来のものに比して解易｢

あるのて,これまで扱うことのて･きなかったような大規模な計節/1こ

■■柑巨になったばかりでなくプログラミングや,デパッキングに要す

ろ【榔恥二大幅に短縮され∴汁算結果か非′凱こ速く作らjtるようにな

っプヒここのため同所の研究内容のいっそうの充実ヰゴよび研究能率･∴

ニノこきく試献てきるものと考えている一

機岩酎肘掛よ,32K話7与処理装置を中心とする主システムと24K;話手

処理装置を中心とする副システムとからなり,これらはコンピュー

タエクスチェンジコントロールにより連動して使用することもでき

るれ 個々に切り離して使月けることも可能で,綬老の場合は普通

の計算を主システムで処理し,オンライン入出力などの特殊なもの

な副システムで処理する｡主システムと副システムの処理装置本体

ほ,磁心記憶装置の容量と入王-1りプチヤネルの一部が異なるだけで,

その他の点でほまったく同形機であり,プログラムに完全な互換性

がある｡磁気ドラム(65K語/台8台)磁気テープ(120kc/s5台)お

よびカード読取り機(1,470CPMl台)は,主副両システム共用で,

その時々の仕事iこよって必要台数を両システムiこ振り分けて使用す

ることができる｡

‥‥･編集後記‥‥

原子炉炉心からは,ガンマ線とrlつ性子とが放出さノれるが,これを

ド〃く､､ために,炉心周囲にしゃへい体を設けなければならない.1その

しゃへい体を設計する場合に,両放射線iこ関して,種々の計算法が

提案さj･′Lている｡特に,ガンマ線の評価では,点状核法が使用され

るが,これを行なうのにビルドアップ係数を知らなけれはならない｡

｢原子炉しゃへいにおけるガンて線多電層透過のビルドアップ係

数._jで取りあげた研究は,ガソて線のしやへい設計に有朴･ヒ線量ビ

ルドアップ係数の計算法を検討するために,60coガンー1′繰に対す

る,多重層しゃへい体の線量ビルドアップ係数の測定を行なってい

る｡:1ノやへい設計への適用を検討Lた貴重な論文である〔)

◎

蒸1己タービンが人容量化するにつJl,艮実の設計が重安な項=七

なっているが,日立製作所においては,長実の開発に低托タービン

試験装置を製作,各種の研究を行なってきた｡

｢タービン群実の軸方向静止時固有振動数と翼つづり枚数の関係+

でほ,660mm長翼の軸方向静止時間石板動数について.振動モー

ドおよび巽つづり枚数と振動数の相互関係を簡単な繰回として表わ

すことができたと報告している､〕

◎

糊代け,また,-Jノニラー一時代七い1.ト一子1ろノ なノ1リ1_r‾トニ ･勺▼う

lり†.二∴い代よて的/JL寸_,いJ) イ∴r〉1L+

1.1

ユ
●-

ス

同所の機獅掛式の特長ほ.各種の実験データ処理に使用する関係

上 入出力機旨旨の種芋乳〕ミ多いことr･､ニあるこすなわち,標準の入出力

プ/式は入力ノシニカートHノブノンニカードおよぴラインプリソク rl,000

Ⅰ一PM2fりてあるプシ:,この他に紙テープ人力が吋能であり,またⅩY

ブロックによF),グラフや絵をかくことができる‥ さらにAD変換

講:､‡からの入力やDA変換詩話への出力を行なえろよう設計されてお

),二れを用いて将来はアナログデータの砧気テープを処理したり,

雌設のフライト･シミュレータと連動してノ､イブリソド･シミュレ

ーシ+ソを子了なうことも計両さカ･tている.-.

処理装置本体の主要性能は,倍艮後浮動小数点演算が非常に早く,

托術計常に好適である｡また,磁気ドラム記憶装置を使用している

ため,コンパイルも非常に能率よく行なわれる｡取り扱える問題の

規模として,500元位までの連立一次方程式,あるいはマトリクス

計貨など簡単iこ処理することができる‥〕なおプロダラミソグ言訳

ほFORTRANをおもに快川する.〕

技術計算用サブルーチソとしては現在,約30種が使用可能である

カ＼さらに充実したものにするため開発をすすめている｡また同形

磯をすでに設置している各所とプログラムの交換について交渉を進

めており,これが実現されれば非常に豊富なプログラムをもつこと

になるリ

暑中お見舞申しあげます

昭和42年盛･夏

日 立 評 論 社

本号の特集ほ,希土煩蛍光体を使用し,美しい,其の<赤>の色

調を再現する"キドカラー”口立カラーテレビを生んだ,日立製作

l‾咋の電r･技術の成果を重点的に発表,いノラーテレビせ信綾におけ

る色信号復調ノテ式+i‾ヵラーテレビ受信機の高輝度化に対する諸問
題+など6編をもって,カラーテレビ受信機特集とした｡カラーテ

レビのト‾1ざまい､普及をみるとき,意義ある論文集といえよう｡
◎

巻頭の一家一言には,NHK総合技術研究所長工学博士駒井父

二氏より,カラー受信機に関する未解決の人間工学的,社会工学的

問題を指摘された｢家庭用受信機のエソジニヤリング】と増する丁卜

伯不二い√二′-ごいノー∴ご多用の七こ7),特に本誌しハトリ‾)i∴ 伯ろノ苧.羊′ざl

ノ 【トーりI f'ポLニケ燕.測J■)点キノ未寸ろ.
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